子どもの日本語教育研究会　第3回大会　
ポスター発表、パネル・セッション　一覧　（2018年1月22日現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※最終版は2月1日にお知らせします。

　パネル・セッション(公募)　13：00～14：50　　　　※3会場にて同時進行
	１
	多様な子どもたちが生きる社会で日本語教育に何ができるか―地域での実践から考える「生きる力を持つためのことば」―　
	池上　摩希子（早稲田大学）
矢崎 理恵（社会福祉法人 さぽうと21）、
唐木澤みどり・益子亜明（NPO法人 豊島子どもWAKUWAKUネットワーク）

	２
	親から子へ、子から孫へ伝わるもの、伝えられないもの―中国帰国者二三世家庭を中心に見た複数言語親子間の言語と歴史の｢受け継ぎ｣―
	安場　淳　・八倉　周子（中国帰国者支援･交流センター）
濵田 麗子（医療法人社団幸有会 幸有会記念病院）
山崎 哲（一橋大学大学院社会学研究科）
石井　恵理子（東京女子大学）

	３
	JSL児童が在籍学級の学習に参加するための日本語―教室談話と教科書の語彙分析の結果から―
	森　篤嗣（京都外国語大学）　　　　　　　　　　　　　　　　       
田中祐輔（東洋大学）　
齋藤ひろみ（東京学芸大学）
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